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News

石田 茂 
いしだしげる （1954年） 生

大村 雅彦 理事長 
おおむらまさひこ （1954年） 生

大橋 正和 常任理事 
おおはしまさかず   （1949年） 生

間島 進吾 常任理事 
まじましんご   （1946年） 生

 林 勘市 常任理事 
はやしかんいち   （1950年） 生

山中 温 常任理事 
やまなかたずぬ   （1955年） 生

髙村 義明 
たかむらよしあき （1942年） 生

大木田 守 
おおきだまもる （1943年） 生

橋本 基弘 
はしもともとひろ （1959年） 生

大日方 邦子 
おびなたくにこ （1972年） 生

山﨑 司平
やまざきしへい （1950年） 生

清川 昭 
きよかわあきら （1942年） 生

若江 健雄 
わかえたけお （1948年） 生

関 正 
せきただし （1937年） 生

木立 真直 商学部長 
きだちまなお

松野 良一 総合政策学部長 
まつのりょういち

中島 康予 法学部長 
なかじまやすよ

石井 靖 理工学部長 
いしいやすし

小木曽 綾 法務研究科長 
おぎそりょう

酒井 正三郎 総長・学長 
さかいしょうざぶろう

篠原 正博 経済学部長 
しのはらまさひろ

都筑 学 文学部長 
つづきまなぶ

眞島 和已 事務局長 
まじまかずき

理事長・常任理事のご紹介

就任のご挨拶

学校法人 中央大学 理事長
大村 雅彦

理事のご紹介

就任日【2017年5月26日】
任　期 【2017年5月26日～2020年5月25日】
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　平成 29 年５月 26 日（金）の理事会において本学の理事長に選任されました。理事長

には学外の卒業生の方が就任されるのが長年の慣行であり、教員からの就任は約半世紀

ぶりになります。今回は、慣行にとらわれず、大学の実情をよく分かっている学内者が

理事長をやるべきだ、という意見が理事選考委員会で大勢を占めたと伺っています。選

出された以上、法人・教学一体となっていかにして大学を良くしていくかに専心したい

と思います。

　私は中央大学法学部法律学科に学んだ後、教育・研究に従事してまいりました。学部

時代を駿河台キャンパスで過ごし、法学部卒業の翌 1978 年に多摩キャンパスがオープ

ンし、1983 年から多摩キャンパスで教育・研究に携わるとともに、2004 年に市ヶ谷キャ

ンパスで法科大学院を立ち上げたときは、その教育システムを作り上げる役割を担いま

した。直近の３年間は常任理事として、深澤武久前理事長をサポートしてきました。長

年中央大学にお世話になることにより、本学に強い愛着を抱いていると同時に、他方では、

本学の現状に危機感を感じております。

　中央大学はご承知のとおり、130 年を超える輝かしい歴史と実学の伝統を有しており、

難関国家試験に強く、ことに日本の法曹界では本学卒業生がその大きな部分を占めてき

ました。これは誇るべきことです。しかし、単に弁護士や公認会計士などの資格試験合

格者数が多いことだけが中大の特色ではありません。創立者増島六一郎は明治初期にイ

ギリスに留学し国際的に法律業務を行ったグローバル人材でありましたし、長谷川如是

閑のような気骨のある言論人も生みだしました。現在では、グローバル企業の経営者、

政界のリーダー、国家・地方公務員として活躍されている方々、スポーツ界の一流選手

たち、さらには芸術・文化の分野の著名人なども輩出しています。このように本学がこ

の国を支える多様な人材を各界に多数送り出している現状は、「實地應用ノ素ヲ養フ」と

いう建学の精神の豊かな実りを示しているといえるでしょう。

　こうした伝統は他私大にもあまりみられない強みだといえます。にもかかわらず、近年、

中央大学はどうも目立たないと言われます。箱根駅伝に出られなかったという事態は象

徴的です。歯がゆい思いをしておられる卒業生の方も多いことでしょう。志願者数も伸

び悩んでいるのではないかと言われます。思うに、本学は 1993 年に総合政策学部を開

設して以降、専門職大学院の開設を除けば、社会に目立つ大きな改革をしてきませんで

した。今これを真摯に反省し、改革を実行する大学になっていかなければなりません。

　そこで、本学は、中央大学中長期事業計画「Chuo Vision 2025」を策定しました。これは、

本学の伝統をきちんと維持しつつ、それに加えて、これからの時代に求められる新たな

魅力を生み出していくことを目的としています。新たな学部の創設、多摩および都心キャ

ンパスの充実、スポーツ振興、グローバル化推進などを柱とする 10 年計画です。どれも、

今の中央大学にとって避けては通れない重要問題です。

　今回私に与えられた仕事は、大学の魅力を向上させるために急がねばならない改革を、

大学を知っている人間として迅速に遂行せよ、ということだと思います。そこでは、教

職員はもちろん、学員の皆さまのご協力が是非とも必要です。大学をよくするにはどう

すべきかの意見はさまざまでしょうが、思いはほとんどの人が一緒のはずです。その思

いを一つ（One Chuo）にして、「Chuo Vision 2025」の実現をはじめとする大学改革へ

のご支援・ご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。

＜敬称略・順不同＞

　このほか、橋本基弘理事が 11 月 6 日から常任理事に就任予定です。


